
GHS分類くんマニュアル 
 
日本においても、ＧＨＳに沿って化学物質の危険有害性分類および表示の対応が必要となって

きます。約 1500 の物質については、厚生労働省（医薬食品局、労働基準局）、経済産業省（製造

産業局）、環境省（環境保健部）等の関係機関等が中心に、関係法令における MSDS 交付対象物

質などの危険有害性を分類し、公表してくれますが、混合物については、各事業者が分類作業を

行わなければなりません。 

 混合物の分類は、GHS 分類マニュアルにしたがって分類しなければなりません。しかし、混合物

の分類は複雑であり、多くの製品を持つ事業者にとって、分類作業を手作業で行うのは困難です。  

 

 この分類作業を行ってくれるのが、GHS 対応業務の支援ソフト「GHS 分類くん」です。公表される

約 1500 の物質の分類データを用いて、混合物の分類を行います。 

 

 ラベル・MSDS の作成を１製品あたり 10 分以内に作成することができます。 

 

主要機能 
 ①基本性能  

   GHS 分類に基づいた混合物の分類ソフトであり、25成分までの混合物のGHS分類が可能。  

 ②GHS分類のデータベース  

   NITE（製品評価技術基盤機構）で公表される約 1500 物質のデータを用いて分類を行います。  

デフォルトとしてこの約 1500 物質のデータが登録されています。 

   データベースのみ、他の目的に使用することも可能です。 

 ③混合物の分類  

   GHS のマニュアルに従って、混合物中の各成分の含有量から健康有害性と環境有害性の 

GHS分類を行います。 （物理化学的危険性は分類できません） 

 ④MSDS の作成支援 

GHS の分類結果を基にして、MSDS の原案を作成することができます。  

この MSDS の原案は編集可能です。 

 ⑤ラベルの作成支援 

GHS の分類結果を基にして、ラベルの原案を作成することができます。  

このラベルの原案は編集可能です。 

 ⑥マイクロソフト社の EXCEL対応（EXCEL がないとソフトは動きません）  

   EXCEL に対応しているため、ラベル・MSDS のレイアウトも思いのままに変更できます。 

EXCEL はユーザー側で用意する必要があります。  

 ⑦新しいデータベース登録  

   NITE（製品評価技術基盤機構）で公表されてないデータは各自、登録することが可能です。 

 ⑧MSDS やラベルの文言の変更・新規登録 

   システムのデフォルトとして GHS に相応しい文言を登録しておりますが、ユーザー独自で 

   変更および登録も可能です。 

 ⑨分類根拠印刷機能（オプション） 

   分類した根拠を印刷することができます。なぜ、その区分になったのかが一目瞭然ですので上長の 

   チェックも簡単に行えます。 



 ⑩最終結果変更機能（オプション） 

   GHSマニュアルにしたがって分類した結果を訂正することができます。GHSマニュアルにしたがって分類 

   した結果でドクロマークの表示を行わなくてはならない場合でも、実際にその製品を分析した結果、 

   ドクロマークの表示の必要の無いと判明した場合に分類結果を訂正する機能をつけています。 

   分類結果を訂正する場合は、訂正理由を記入できるようにコメント欄も用意しています。 

 ⑪保存・読み出し機能 

   あとからでもラベル・MSDS のデータを読み出し・修正等できるように、保存機能も備えています。 

 ⑫簡単入力 

   物理化学危険入力では、３つのボタンで簡単に入力でき、短時間で作業できます。 

   混合物の性状を選択して、「クリア」→「分類対象外チェック」→「空白→区分外」の順番に 

   ボタンを押せば簡単に入力できます。 

 ⑬ケムゴールドⅡのデータベース取り込み機能（オプション） 

   ケムゴールドⅡからダウンロードしたテキストデータから簡単にデータベースを作成することができます。 

 ⑭セキュリティー機能追加 

   保存ファイル（分類データ）の暗号化、使用者パスワード機能を追加し、セキュリティーを 

強化しています。 

 ⑮英語、中国語、その他言語のMSDS、ラベルの作成支援（オプション） 

日本語だけでなく、他の言語でも MSDS、ラベルを作成することができます。 

 ⑯ＪＩＳ化に対応（2011 年 1 月 1日より GHS版 MSDS に対応する必要あり） 

   急性毒性で区分５を採用しない等の新判定基準で分類を行います。 

 ⑰複数のパソコンにインストールＯＫ 

   同一の会社内であれば複数のパソコンにインストール可能です。  

   このため、全ての部署に配布することも可能です。 

 ⑱御社の仕様にカスタマイズ（オプション） 

   塗料業界の配合ページの作成。各メーカーの原料コード、中間体コードでの入力  

   ラベル印刷機のためのテキスト出力等、御社の仕様でプログラム改造いたします。 

 

GHS 分類くん使用法 
① トップページ 

 ソフトを開くとトップページ（図１）が表示されます。 

 過去に作成したファイルを開く場合には、本人確認パスワードを入力する必要があります。 

 分類くんのテスト版で作成したファイルは「過去 ver のファイルを開く」で開くことができます。 

 Ctrl＋w でトップページに戻れるので、ご利用ください。 



 
図１ トップページ 

【①物理化学危険入力】 
 保存名（製品名）、混合物の性状（気体・液体・気体）、混合物の pH、混合物の引火点（液体の

時のみ）、混合物の初留点（沸点）、混合物の 40℃での動粘性率を入力します。 

ｐH は 2以下、2～11.5、11.5 以上から選択します。 

混合物の引火点および初留点（沸点）は混合物が引火性液体であるかどうかの判断に使用します。

このため、液体の場合のみ入力してください。引火点95℃以上であれば、300を記入してください。初留

点が35℃以上であれば、300を記入してください。引火点、初留点ともその温度以上であれば、区分に

変化はありません。 

動粘性は吸引性呼吸器有害性の判断に使用します。単位は mm2/s。動粘性＝粘性率(mPa・

s)/粘度(g/cm3)となります。動粘性のデータがない場合は、空白のままで構いません。ただし、吸引性

呼吸器有害性に関して区分が厳しく判定される場合があります。 

他の物理化学的危険性については、各自調べて記入する必要があります。ただし、例えば混合物の

性状が液体の場合、可燃性／引火性ガスや支燃性／酸化性ガス、高圧ガスのように分類対象外の

項目があります。これらは【分類対象外チェック】ボタンを押すことで、即座に分類対象外をチェックするこ

とができます。 

分類対象外以外の項目は、GHS 分類くんに付属している【GHS 分類参考資料】フォルダ内のファイ

ルを参照に分類してください。【空白→区分外】ボタンを押すと空白欄に全て区分外を記入することがで

きます。 

ここで記入する保存名（製品名）でファイルは保存されます。なお、MSDS やラベルに印刷される製品

名は、後ほど説明する「MSDS入力項目」シートの「製品名」ですのでご注意ください。 

 

クリックして各画面へ

移動してください 

クリックするとトップ

画面へ戻れます。 

ファイルの保存と 
ファイルを開くには 
パスワードが必要です。 
パスワードを忘れると 
保存したファイルを開けません 

MSDS、ラベルに 
使用する言語を 
選択してください。 



 

【クリア】→１～１６の項目が全て空白となる  

【分類対象外チェック】→混合物の性状（固体・液体・気体）から１～１６の分類対象外の項目を分類対象外とする  

【空白→区分外】→未入力のセルを全て区分外とする  

 通常の物質（１～１６に該当しない）であれば、混合物の性状を選んで【クリア】【分類対象外チェック】【空白→区分

外】とクリックすればＯＫです。たった３つのボタンを順にクリックするだけ。 

図２ 物理化学危険入力 

【②成分（CAS番号、含有量）入力】 

 このページで GHS分類することができます。 

(1)混合物の成分の CAS番号とその含有率を入力 

   (2)pH 条件等、該当する成分を含む場合 YES を選択する 

   (3)データ検索（GHS分類）ボタンを押す 

パソコンの能力にもよりますが、20 秒程度で混合物の分類結果が表示されます。 

検索時間 82/82 となれば分類終了となります。 

検索ボタンを押さないと混合物の分類は行われません。必ず、【データ検索】ボタンをクリックしてくださ

い。 

分類と同時にラベル、MSDS、分類判定根拠も作成できます。 

 

セルの文字を読みたい場合（成分名や毒性コメント）は、そのセルを選択し【カーソル位置の 

文字確認】ボタンをクリックしてください。そのセルの内容を確認することができます。 

 

 

通常の物質は、【クリア】→

【分類対象外チェック】→

【空白→区分外】とクリック

するだけの簡単入力。 

YESかNO 
を選択する 

セルの文字が読め

ない場合場合クリ

ックすると拡大表

示されます。 



 
 

図３ 成分（CAS番号、含有量）入力 
 

データの保存・読み出し 

「物理化学危険入力」「成分（CAS 番号、含有量）入力」「MSDS 入力項目」「最終結果変更（裏

技）」シートで入力した項目が、「物理化学危険入力」シートで記載の「保存名」を保存ファイル名として

保存されます。【ファイルの保存】ボタンをクリックすることで「分類くんフォルダ」内の「分類保存」フォルダに保

存されます。拡張子は「.gh2」です。 

また、【ファイルを開く】ボタンをクリックすることで、保存した項目を読み出すことができます。この場合、フ

ァイルの読み込みと同時に【データ検索（GHS分類）】も行いますので、改めて【データ検索】ボタンをクリック

する必要はありません。 

混合物の含有量の合計値が 100％となっていない場合は下記のように「100％となっていません」の警

告表示が出ます。ただし、合計が100％でない場合でもGHS分類は問題なく行われます。この警告は入

力間違いのチェックのためにお使いください。 

「成分（CAS 番号、含有量）入力」シートをマクロなしで保存するには「シート保存」ボタンをクリックして

ください。「分類くんフォルダ」内の「分類一覧表保存」フォルダにエクセルデータとして保存されます。「保存

名＋保存日付＋数字 2桁」のファイル名で保存されます。 

 

このページに「混合物のGHS分類区分」、「各成分の分類区分」、「各成分の CAS番号」、「各成分

の含有量」、「各成分の名称」、「表示対象物質or通知対象物質であるか」、「不明成分量」等のGHS

分類に関するデータの一覧となっております。 

このページの印刷については、シート保存した後で、保存シートを開き、エクセルの印刷設定を利用して

印刷してください。 

 

 

CAS 番号とその含有

率を入力 

ファイルの保存、ファイル

を開く時にクリック 

82/82 となる
と GHS 分類
終了です。 

GHS分類はこ
のボタンをク

リック。 

テスト版のファイル

を開く場合に使用 



 

 

 
 
 
【③MSDS入力】 

 MSDS の作成に必要な入力項目を入力します。これらの入力項目はMSDSおよびラベルに記入されま

す。 

 入力後、トップページに戻り（Ctrl + w）、「データ検索（GHS分類）」ボタンをクリックすればMSDS案が完

成いたします。 

 MSDS 入力項目には、日本語、英語、中国語、他言語１、他言語２、他言語３があり、作成する言

語についてはトップページの使用言語の欄で選択します。 

 

 
 

図４ MSDS入力 
 

 

警告表示 

このページをマ

クロなしで保存 

入力 入力 

自動入力 



 
図５ MSDS入力 

 
 左の欄に MSDS に表示したい文言を記入してください。また、右の欄に「１」を入力すればその項目が

MSDS に表示されます。「１」が入力された項目は下記のようにセルが「ピンク」色となります。 

 

 
 

図６ MSDS入力 
 

 

 有害性情報、環境影響情報（項目 11、12）では混合物の分類区分について表示されるようになってい

ます。MSDS に表示したい場合は「１」を入力してください。 

 

右の欄に正確な成分含有量が表

示されます。MSDSに表示する含
有量を記入してください。 

MSDS に表示したい文言を記入してく

ださい 
「１」を入力すればその項目が MSDS

に表示されます。 

分類区分表示されているので

MSDSに表示したい場合は「１」を

入力してください。 



 

図７ MSDS入力 
 

下記の項目についても変更可能です。MSDSの１行の文字数は日本語の場合42文字となっています。

MSDS の表示を見て最適値に変更ください。 

図８ MSDS入力 
 

 MSDS英語等の入力 

日本語MSDS作成方法と同様に作成できます。 

図９ MSDS入力（他言語） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




